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1.2 過去の主な洪水 
雄物川
お も の が わ

の流域では過去幾度も洪水が発生し、特に明治 27 年 8 月洪水では雄物川流域に未曾有の被害をもた

らし、人畜の死傷、家屋の流失、船舶の流失被害など大惨事になったと記録されている。戦時中の昭和 19 年

7 月の洪水に続いて、昭和 22 年 7 月には戦後最大の洪水が発生し、流域平地部の約 60％が浸水し、戦後の混

乱期と相まってその被害は甚大なものとなった。また、近年においても度々浸水の被害が発生しており、最

近では平成 23 年 6 月に神宮寺
じ ん ぐ う じ

観測所で観測開始以降最高水位を記録し、玉川
た ま が わ

合流後の無堤地区を中心に浸水

被害が発生した。 

表 1-1 既往の主要洪水及び被害状況 

基準地点椿川 

洪水生起年月 気象状況 
流域平均 

2 日雨量

(mm) 

ピーク 

流量 

(m3/s) 

被害状況 

明治 27 年 8 月 前線の停滞 ― ― 
死者 334 名、流失・全壊戸数 1594 戸、 

浸水 18,947 戸 

昭和 19 年 7 月 前線の停滞 222  ― 
死者 11 名、流失・全壊戸数 19 戸、 

浸水家屋 7,279 戸 

昭和 22 年 7 月 前線の停滞 238  ― 
死者 11 名、流失・全壊戸数 308 戸、 

床上浸水 13,102 戸、床下浸水 12,259 戸 

昭和 30 年 6 月 前線の停滞 156  3,811 
死者・行方不明者 8名、 

流失・全壊戸数 23 戸 

昭和 44 年 7 月 前線の停滞 142  2,485 床上浸水 158 戸、床下浸水 2,147 戸 

昭和 62 年 8 月 前線の停滞 157  3,258 床上浸水 534 戸、床下浸水 1,040 戸 

平成 14 年 8 月 前線の停滞 126  2,303 床上浸水 159 戸、床下浸水 351 戸 

平成 19 年 9 月 前線の停滞 157  3,121 床上浸水 35 戸、床下浸水 238 戸 

平成 23 年 6 月 前線の停滞 168※ 3,452※ 
全壊戸数 1戸、 

床上浸水 120 戸、床下浸水 329 戸 
【出典】秋田県消防防災課調べ、秋田災害年表、水害統計、雄物川洪水資料、東北地方整備局出水資料から記載 

※死者・行方不明者、流失・全壊戸数には土砂災害を含む場合が有る（昭和 30年代以前は内訳不明。平成 23年の全壊戸数 1戸は土砂災害による） 

※床上浸水戸数、床下浸水戸数には内水によるものを含む 

※平成 23 年 6月洪水の流域平均 2日雨量及びピーク流量は暫定値 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1.3 治水事業の沿革 
雄物川水系では、明治 43 年洪水を契機として、下流部が大正 6 年に国管理に編入され、約 2km の放水

路の開削工事が始まった。以降、上流部や支川の一部を国管理に編入し、改修事業を進めてきている。 
平成 20 年 1 月に雄物川水系河川整備基本方針を策定し、基本高水のピーク流量と流域内の洪水調節施設

による調節量と河道への配分流量を決定している。 
 

 これまでの主な治水事業と治水計画の経緯 

江
戸
時
代 

1615 年 沼館橋付近の河道付替え 

1675 年 岩見川合流点付近の河道付替え 

1776 年 洪水 

1777 年 洪水 

1781 年 洪水 

1782 年 玉川合流点下流の河道付替え 

明
治

M27. 8 洪水 

M43. 9 洪水 

大
正

T 6   国管理編入（河口～椿川地点）            

T 6. 9 当初計画（下流部） 

河口：計画高水流量 5,565m3/s 

昭
和 

S13. 4 雄物川放水路完成・通水 

S18.   国管理編入（玉川合流点上流 20km～ 

皆瀬川合流点、皆瀬川 9km、成瀬川 3km）

S18. 9 当初計画（上流部） 

雄物川橋：計画高水流量 3,500m3/s 

S22. 7 洪水 

S22. 8 洪水 

S26.   国管理編入（玉川合流点～上流 20km）       

S26. 9 第 1 次流量改定（神宮寺上流） 

       神宮寺：計画高水流量 7,900m3/s 

S32. 4 第 2 次流量改定（神宮寺上流） 

       神宮寺：計画高水流量 6,800m3/s 

 （基本高水のピーク流量 7,900m3/s） 

S32.10 鎧畑ダム竣工（S33.8 管理業務が秋田県に移管） 

S38. 6 皆瀬ダム竣工（S38.11 管理業務が秋田県に移管） 

S41. 6 工事実施基本計画策定 

      神宮寺：計画高水流量 6,800m3/s 

 （基本高水のピーク流量 7,900m3/s） 

S44.10 大曲捷水路完成・通水 

S44.   国管理編入（強首地区～玉川合流点、玉川
たまがわ

1km） 

S45.   国管理編入（椿川地点～強首地区、玉川 9.8km） 

S47. 7 洪水 

S49. 4 工事実施基本計画改定（全川計画） 

       椿川：計画高水流量 8,700m3/s 

         （基本高水のピーク流量 9,800m3/s） 

S54   国管理編入（皆瀬川合流点～上流 18.5km）     

S62. 8 洪水 

S63. 3 工事実施基本計画改定（全川計画） 

       椿川：計画高水流量 8,700m3/s 

         （基本高水のピーク流量 9,800m3/s） 

平
成 

H 2.10 玉川ダム竣工 

H 3. 4 成瀬ダムを国の事業へ移行(H9.4 事業化) 

H 6. 6 工事実施基本計画改定（全川計画） 

       椿川：計画高水流量 8,700m3/s 

         （基本高水のピーク流量 9,800m3/s） 

H14. 8 洪水 

H14   強首輪中提完成 

H19. 9 洪水 

H20. 1 河川整備基本方針 策定 

椿川：計画高水流量 8,700m3/s 

         （基本高水のピーク流量 9,800m3/s） 

図 1-2 雄物川水系における改修計画の経緯及び事業区間位置図 

 

昭和22年7月洪水 

平成23年6月洪水 

雄物川全川にわたり既
往の最高水位を突破し、
氾濫区域は流域平地部の
60％に及んだ。 

神宮寺水位観測所及び
長野水位観測所ではん濫
危険水位を超え、神宮寺
水位観測所では最高水位
を観測した。 
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